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株主の皆様へ 
 

 株主の皆様には、ますますご清祥のこととおよろこび

申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し

上げます。 

 さて、第49期中間期（自 平成16年３月21日至 平成16

年９月20日）の営業の概況についてご報告申し上げます。 

 

１．営業の概況 

 当中間期におけるわが国経済は、中国経済の好調や

オリンピック特需による一部家電製品の好調など、一

部に明るい兆しはみられるものの、イラク・北朝鮮問

題等の社会不安や、厳しい雇用情勢、株価の伸び悩み

など、景気回復の持続にはまだ予断を許さない状況が

続いております。 

 当社の主力顧客である、自動車業界・電子部品業界

におきましても、米国での販売伸び悩みや競争激化に

より全体としては厳しい状況にあります。 

 このような環境のもと、当社は、今期より新基幹シ

ステムでの運用をスタートさせ、省力化・合理化に努

めるとともに、更に高品質で安定した製品づくりを目

指して大阪工場の設備更新を進めてまいりました。ま

た、技術と営業の連携による積極的な提案型営業活動

を通じ、業容の拡大に努めてまいりました。 

 その結果、当中間期の売上高は5,279百万円（前年

同期比3.1％増）、経常利益は560百万円（前年同期比

15.8％増）、中間純利益は223百万円（前年同期比

29.9％減）となりました。 

 

 用途別の営業の状況は次のとおりであります。 

 

（触媒） 

 北米の自動車新車販売の伸び悩みや、現在世界的に

自動車の排ガス規制の端境期にあることから、自動車

排ガス浄化触媒用製品の売上高が伸びず、当用途全体



 

－  － 
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の売上高は2,730百万円（前年同期比2.7％減）となり

ました。 

 

（電子材料・酸素センサー） 

 薄型テレビ・デジタルカメラ・携帯電話などの最終

製品は好調に推移しておりますが、使用される電子部

品は小型化の傾向にあり、当社原料の使用数量は大幅

な増加が望めない状況にあります。しかしながら、酸

素センサーと光学材料向けの販売でカバーし、当用途

全体の売上高は、900百万円（前年同期比1.1％増）と

なりました。 

 

（ファインセラミックス） 

 光ケーブル網敷設状況の低迷により、低下傾向に

あったフェルール（光ファイバー接続用コネクタ部

材）向けの需要にようやく回復の兆しがみられ、当用

途全体の売上高は、396百万円（前年同期比30.4％

増）となりました。 

 

（耐火物・ブレーキ材） 

 中国の旺盛な需要を背景に製鉄向け連続鋳造ノズル

用の販売が好調に推移し、耐火物用途の売上高は前年

同期比34.5％増となりました。また、ブレーキ材用途

の販売も順調であったため、当用途全体の売上高は、

784百万円（前年同期比23.5％増）となりました。 

 

（その他） 

 セシウムフラックスは、ロウ付け処理の機械化・省

力化に貢献するリング製品が大幅に伸び、全体で前年

同期比34.7％増となりました。しかしながら、塗料、

顔料、合成樹脂向けなどの汎用品は価格競争の激化に

より売上高が減少し、当用途全体の売上高は、467百

万円（前年同期比3.7％減）となりました。 

 



 

－  － 
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２．通期の見通し 

 通期の見通しといたしましては、一部に景気回復の

兆しはみえるものの、大統領選挙後の不透明な米国経

済動向、世界的なテロ等による社会不安、原油高の進

行などが、わが国経済に影響を与える可能性が残り、

先行きの不透明感は否めません。 

 当社といたしましては、このような状況のもと、引

き続き国内外市場での販売活動を積極的に推進し、高

付加価値製品の研究開発活動と併行して、品質保証体

制の強化、生産の効率化によるコスト低減を図り、業

績の向上・拡大に向けて努力する所存でございます。 

 株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の

ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 



 

－  － 
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中間貸借対照表 
  （単位：千円）
 
科    目 当 中 間 期

(平成16年９月20日現在)
前  期 

(平成16年３月20日現在)

（資 産 の 部） 

流 動 資 産 7,735,971 7,125,036

現 金 及 び 預 金 2,168,363 2,275,191

受 取 手 形 978,663 890,076

売 掛 金 1,970,741 1,931,081

た な 卸 資 産 2,068,067 1,669,089

未 収 法 人 税 等 － 86,553

繰 延 税 金 資 産 244,632 84,558

そ の 他 306,433 194,134

貸 倒 引 当 金 △   930 △  5,650

固 定 資 産 4,649,149 4,674,005

有 形 固 定 資 産 3,846,343 3,840,586

建 物 1,023,120 985,236

機 械 及 び 装 置 1,545,453 1,699,485

土 地 813,555 813,555

そ の 他 464,214 342,309

無 形 固 定 資 産 250,861 273,767

投 資 そ の 他 の 資 産 551,944 559,651

投 資 有 価 証 券 87,973 92,833

長 期 貸 付 金 254,853 259,428

保 証 金 及 び 敷 金 163,823 163,822

保 険 積 立 金 32,165 27,713

そ の 他 13,128 15,854

資 産 合 計 12,385,121 11,799,042

  （当中間期） （前  期）

１．有形固定資産の減価償却累計額 6,111,209千円 5,815,764千円

２．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 



 

－  － 
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  （単位：千円）
 
科    目 当 中 間 期

(平成16年９月20日現在)
前  期 

(平成16年３月20日現在)

（負 債 の 部） 

流 動 負 債 3,097,753 2,430,358

支 払 手 形 552,802 448,902

買 掛 金 591,869 371,816

短 期 借 入 金 200,000 250,000

一年以内返済予定の長期借入金 381,002 393,182

未 払 法 人 税 等 322,908 －

賞 与 引 当 金 291,000 161,784

そ の 他 758,171 804,674

固 定 負 債 1,043,769 1,292,429

長 期 借 入 金 852,744 1,037,155

繰 延 税 金 負 債 149,503 114,726

退 職 給 付 引 当 金 41,521 60,748

役員退職慰労引当金 － 79,800

負 債 合 計 4,141,522 3,722,788

（資 本 の 部） 

資 本 金 366,200 366,200

資 本 剰 余 金 600,289 600,289

資 本 準 備 金 600,289 600,289

利 益 剰 余 金 7,254,958 7,084,314

利 益 準 備 金 35,000 35,000

任 意 積 立 金 6,914,147 6,276,101

特別償却準備金 196,312 247,146

資産圧縮積立金 97,835 8,955

別途積立金 6,620,000 6,020,000

中間(当期)未処分利益 305,810 773,213

株式等評価差額金 22,151 25,449

資 本 合 計 8,243,599 8,076,253

負 債 ・ 資 本 合 計 12,385,121 11,799,042



 

－  － 
 

 

 

 

 

 

（6）／ 2004/11/30 16:02（2004/11/24 9:51）／ 2k_04203205_01_os2第一稀元素化学工業_中間事報_P 

6

中間損益計算書 
  （単位：千円）
 

科    目 
当 中 間 期
自 平成16年３月21日

至 平成16年９月20日

前  期 
自 平成15年３月21日

至 平成16年３月20日

営 業 収 益 5,279,342 10,196,541

売 上 高 5,279,342 10,196,541

営 業 費 用 4,726,124 9,278,365

売 上 原 価 3,882,587 7,520,018

販売費及び一般管理費 843,536 1,758,347

営

業

損

益

の

部 

営 業 利 益 553,217 918,175

営 業 外 収 益 26,286 26,628

受取利息及び配当金 4,759 10,798

その他営業外収益 21,527 15,830

営 業 外 費 用 19,267 157,141

支 払 利 息 14,180 33,629

営

業

外

損

益

の

部 

その他営業外費用 5,086 123,511

経

常

損

益

の

部 

 経 常 利 益 560,236 787,662

 特 別 利 益 4,900 331,837
特
別
損
益
の
部 

 特 別 損 失 141,259 108,589

 税引前中間(当期)純利益 423,876 1,010,910

 法人税、住民税及び事業税 323,000 285,000

 法 人 税 等 調 整 額 △ 123,042 58,188

 中 間 ( 当 期 ) 純 利 益 223,919 667,721

 前 期 繰 越 利 益 81,890 105,491

 中間(当期)未処分利益 305,810 773,213

  （当中間期） （前  期）

１．１株当たり中間(当期)純利益 104.63円 3,106.49円

２．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 



 

－  － 
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役     員（平成16年９月20日現在） 

 
取 締 役 会 長 國 部 恭一郎 

代表取締役社長 杉 井   洋 

取 締 役 高 塚 敏 夫 

取 締 役 中 谷 利 雄 

取 締 役 笠 間 士 郎 

取 締 役 小 田   誠 

取 締 役 梅 本 禎 親 

常 勤 監 査 役 黒 田 英 徳 

監 査 役 濱 中 一 夫 

監 査 役 西 井 信 博 

 

会 社 の 概 況（平成16年９月20日現在） 

 
商 号 第一稀元素化学工業株式会社 

設 立 1956年５月21日 

資 本 金 366,200,000円 

発行済株式総数 2,140,000株 

従 業 員 271名 

主な事業内容 ジルコニウム、セシウムおよび希土類化合

物の製造販売 

事 業 所 

本社・大阪工場 〒559-0025 大阪市住之江区平林南１丁目６番38号

江 津 工 場 〒699-2837 島根県江津市松川町上河戸400-4

ニューテックス事業所 〒559-0031 大阪市住之江区南港東１丁目５番20号

大阪営業所 〒541-0042 大阪市中央区今橋４丁目４番７号(淀屋橋ビル４Ｆ)

東京営業所 〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目１番20号(虎ノ門実業会館)

ホームページ http://www.dkkk.co.jp/ 

 


